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く目的）近年、食生活の合理化･簡便化の進行や、マスコミに扇動されたグルメブームとは

裏腹に偏食、孤食等の「食の貧困化」が指摘されており、これらは主に働く主婦の増加に

関連づけて論じられる傾向がある。本研究では、主に母親の就業形態別に食生活の状況を

明らかにするが、食生活を媒介とした共働きと家族関係の関連についても述べたい。

〈方法〉①調査対象一新宿・板橋・品川各区内の保育園（19園）、新宿・板橋各区内の幼

稚園（4園）の4､5歳児クラスの子供の家族計1, 149組。②調査方法および期間－1989年2~3

月に配票調査を実施（母親が記入）。③分析対象一有効票835票（有効回収率72. 7％）。

（結果〉①母親の平均年齢は35歳、約半数が短大卒以上で、平均子供数は2. 13人であった。

核家族は全体の85％を占め、世帯年収は過半数が500万円以上であった。②母親の就業形

態は、自営業主、家族従業、自由業、内職（以下自営とする) 16.2％、経営、管理、常用

雇用(以下常雇）27. 5％、パートタイマー・臨時雇い(以下パート）13.2％、無職41. 3％

であった。③食生活の実態や意識は、母親の就業形態により異なる。自営は外食頻度が高

かった。常雇は平日の食事準備時間が短いものの、食品の安全性に対する意識が高く、加

工食品の利用が少ない。また、家族全員で食事をする割合が高かった。パートは最も簡便

化指向が認められ、食事中のテレビ視聴が多い。無職は食事作りに最も手をかけていふが、

食事に家族が揃う率が低かった。④食生活に関する躾については全体の４割が「よく注意」、

５割が「やや注意」しており、大半の母親の意識が高い。躾への注意度は、食事を「食欲をみた

　すｊものととらえる母親は低く、F家族の絆を深める手段である」と考える者では高かった。
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《目的》家庭の外で働く女性の増加に伴い、家庭をめぐる諸問題は母親の就労と結び付け

て論じられがちであるが、食生活もその例外ではない。食生活は、栄養を摂取することに

より健康を保つ生理的機能に加え、食事を楽しく食べることにより心理的安定を得る心理

的機能、また、食事の準備や食べ方を通じて、子供のしつけや教育がなされる社会的機能

をもつ。従って、家族機能遂行にとり食生活は重要な役割を果たすものと考えられる。こ

れまで家族と食生活の関係は、生理的機能を中心に主に栄養学応立場から行われており、

心理面、社会面に関する研究は少ない。本研究では、母親の就労と食生活のもつ心理的機

能に着目し、母親の就労により影響を受けた食生活が、家族関係にどのように反映するか

を明らかにすることを目的とする。

（方法）第１報と同様である。

（結果）①基本的属性、及び母親の就業形態は第１報と同様である。

②｡全就業形態において、家族の安定に最も寄与していたのは、家族全員が揃うことよりも

食事中の会話であり、父親抜きのだんらんが推察される。

③パート主婦家庭では、母親の手抜きか家族の安定にマイナスに働き、外食がプラスの影

響を及ぼしている。

④常雇主婦家庭では、家族が食事に揃うこと、及びだんらんが、家族の安定の規定要因と

なる傾向があった。

⑤自営、及び無職主婦家庭では、食生活と家族の安定との関連か弱かった。


